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Abstract

The magnet power supplies for the positron generator are controlled 

through local control units and the CAMAC system. The local control unit 

consists of SBC1s and communication control units• Each magnet power supply 

has a DAC, an ADC and a UART for communication with the local control un i t •

K E K  •陽電子発生装置のビーム輸送系に使用されている電磁石電源は、7 9 台 （単極性 

3 5 台、双極性4 4 台〉である。それらの電源を制御するシステムは、図 1 に示す様に陽電子 

システムコ ン ト ロ ー ル プ ロ セ ッ サ ー と ロ ー カ ル コ ン ト ロ ー ラ（3 台）及び、ロー カル コン トロ  

一 ラ と コ ン ト ロ ー ル モ ジ ュ ー ル の 2 つのル 

ー ブ状のシ リアル通信によるネットワーク 

で運転されている。

1台のロ ー カ ルコントローラには電磁 

石電源は、最大6 4 台までケ ー ブ ルにより 

シリアル に接続が出来る。 陽電子制御室 

にある陽電子システムコントロ ー ルアロセ 

ッ サ 一 とC A M A C は、ロ ー カ ルコントロ 

一ラ3 台とL 〇〇P 3 (48Kbps)の光通信シ 

ステムにより結ばれ、制御用パソコンとほ 

RS-232Cによって接続されている。

2  . ロ ー カ ル コ ン 上 .ロ ー ラ

図 2 の様にローカルコントローラ内には、シングルボードコンピュー夕（S B C 〉基板 

H69SB01-1と、通信制御ュニッ卜（C C U ) ボードを各2 枚組込んでおり、陽電子制御室との 

通信用ボードと電磁石電源の制御用ボードに分け、分散処理させる事でシステムの処理速度を 

上げている。 2 枚のS B C 基板はP I A によりハンドシx イクを行ないデータを交換してい 

る◊

P F 電子リニアックでは、 1台のローカルコントロー ラが最大1 6 台の電磁石電源を制御 

し、 また副制御室との通信も行なっている。 その為に、通信と制御の2つのタスクの忙し

最大64台

図1 陽電子マグネットコントロールシステム図



コrズス P I A 2  コ

図 2 ローカルコントローラブロック図
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3  • コントローノレモ^ 」し̂ ik

コント ロー ル モ ジュ ール は、U A R T  (universal asynchronous receiver transmitter)

D A C  • A D C  •デジタル入出力回路等から成っている。 （図 3 参照） これらはコンパクト 

に基板にまとめられ；電磁石電源に挿入出来る様になっている。 （写真 1 〉

このモジュールではマイクロプロセッサーは使用せず、ハードウヱアーだけで構成されて 

いるのでソフトウェアの開発が不要であり、また処理速度が速い。 アドレス*通信速度• フ 

レーム形式•単極性/双極性の選択はデ 

ップスイッチとショー卜ピンで設定をす 

る。

現在、電磁石電源の出力電流及び設 

定 値 は 、パソコンのフロッピディスクに 

セーブ出来、そのデ一夕を再設定した時 

の再現性は十分である。

D A C は 1 2b i tの設定制度を持ち 

U A R T によって制御され、電源に対し 

て基準電圧（単極性0 〜 1 0 V  •双極性 

—5 〜十 5 V ) を出力する。 電源は、

基準電圧に比例した出力電流（0 〜最大

電流）を出力する。 A D C は電源より 図3 コントロールモジュールブロック図

さから制御可能台数に制限が有、アナログ信号（コントローラと電磁石電源間）を引き回すの 

で長さの制限もある。 またノイズに対しても弱くなるので、本ローカルコントローラではこ 

れらを改良し、電磁石電源側にD A C  • A D C 等をのせた基板（ローカルコントロールモジユ 

一ル）を取り付け、基板間及び、ローカルコン卜ローラとは、デジタル信号を送る為のケープ 

ノレでシリーズに接続する事により、最大6 4 台の電磁石電源の制御が出来、遠距離からの制御 

も出来る特長を持っている。
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出力電流に比例した電圧（. 0〜 10  V 又



は一5〜+ 5  V 〉を受け、 1 2bitに 

変換しU A R T に送る。

大電力クライス卜ロ ン パ ル サ ー等 

のノイズを避ける為に、通信入力部. 

電磁石電源のステータス入力部•電源 

制御部には、フォトアイソレー夕を通 

して入出力を行なっている。

写真2 は、電磁石電源にコントロ 

一ルモジュールを取付た写真である。

表 1は、制御、及びス テ ー タ ス項目 

である。

表1

5!藤 丨  ル

写真1 コントロールモジュール

電磁石電源への 
コントロール機能

ス テ 一 夕 ス

モジュール 電磁石電源

出力極性切り替え 
出力O N / O F F
イン夕ーロック 

R E S E T

出力極性 
鱗電圧  
/ 出力電流

出力極性 
出力O N / O F F  
負荷冷却水 
負荷雛 
冷却ファン
mj±
過電流 
出カトランデスタ- 
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写真2 電磁石電源パネル
コントロールモジュール

佥後の進め方

トリスタン.リングへのビームの供給回数が増え、陽電子.電子ビームの切り替えの敏速 

さ ，再現性が重要となる為下記の事を進めている。

* 電磁石電源の出力電流の再現性及び、安定性確認の表示。

* パソコンのグラフィック画面の改善と処理のスピード化。

* ローカルコントローラにパネルコントロールモジュール(HC5002B)を装備し、各ロー力 

ノレコントローラでのメンテナンス機能を付加させる。
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